
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

心ばえのある子どもに育てる 

校長 

本校の児童生徒は、日本的な心をもった素敵な「心ばえ」のある子

ども達に育ってきていると感心しています。それを陰で支えているの

は、学校の整備事業だと考えています。 

２０２４年4月に初めて校舎入口の玄関ホールに来たとき、なんて

暗くて古い玄関ホールだろうと思ってしまいました。そして、さらに

玄関ホールから校舎内に入るガラス扉が片方しか開かないことをとて

も悲しく感じました。 

 

その後、校舎玄関の改修工事を行い、見違えるほど綺麗な玄関ホールと

PTA図ショップ（室内ホール）になりました。先日、2013年度卒業生

が社会人となって本校を訪問をしてくれましたが、「めちゃくちゃ玄関が

きれいになっている」と驚いていました。また、靴箱を見て、すべての子

ども達の靴がきれいに整理整頓され、並んでいることにも感動していまし

た。 

学校が綺麗になっていくことで、子ども達の価値観や、学習に

対する能力や行動力に大きな影響を与えていると思います。来年

度は、校舎内の廊下や教室の壁を綺麗にできると、さらに子ども

達の潜在的な力を発揮させることができると確信しています。 

心ばえとは、「思いやり・配慮」のことです。これは。日本人

が世界に誇れる文化だと思います。心と行いは、表と裏の関係で

す。心を磨くことで行いを正しくすることにつながります。ま

た、行いを正しくすることは心を磨くことになります。 

たくましく ゆたかに 大地を吹く 風になれ 
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本校では、環境を美しく整え、これからも玄関ホールの靴箱の靴を綺麗に整列させることのできる美し

い心ばえをもった子ども達をたくさん育てていきます。 

さて、２０２４年度のこの時期は、学校内で老朽化に伴い停電が頻繁に起きていて、そこで外務省の政

府補助金を利用して、校舎内のブレーカーや配電安定機を設置し停電の回数が減ってきました。 

２０２５年度は断水が頻繁に起きていたので、外務省の政府補助金

を利用して、水回りの改修工事を始めました。工事経費が非常に高い

ため、本年度第1期工事、来年度第2期工事として始めています。

11月から工事を始め、約3か月で校舎より高い場所に１万リッター

の水タンクを設置しました。設置状況確認のために、子ども達が近寄

らないように、立ち入り禁止テープを張り巡らしています。 

また、水タンク設置の工事と同時に、海外子女教育振興財団の補助

金を利用して、校舎内と校庭への緊急放送機器と、老朽化の進んだ警備小屋の改修工事に取り組んでいま

す。今月中旬頃には、男女別更衣室や男女別トイレがリニューアルします。また水タンク設置に伴い、本

校は井戸からの地下水を利用していましたが、昨年度からナイロビの水道局とやり取りをしており、水の

確保に取り組んでいます。 

さらに、2025年１１月には、南西アジア 中東 アフリカ地区

日本人学校等校長協議会が本校で開催され、19校の日本人学校等

の校長、文部科学省や外務省の方々が来校されました。そのため、

環境整備上で衛生環境整備などの関係で高い木々の剪定や伐採しま

した。今後は、広くなった中庭を裸足で走れる芝生走路を作った

り、子ども達が楽しく遊べる遊具なども設置していく必要があると

考えています。 

あと約１か月で２０２５年度が終わりますが、子ども達には校内の環境整備をすることで、日本人とし

ての大切な「心ばえ」を自然と身に付けさせていきたいです。 

保護者の皆様には、今後もご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

最後に、令和７年度の本帰国教員の紹介をします。 

・A教諭 在任期間３年間 〇〇県へ帰任 

・B教諭 在任期間３年間 〇〇県へ帰任  

・C教諭 在任期間３年間 〇〇県へ帰任  

保護者をはじめ、日本人会の皆様、学校関係者の皆様には、本帰国教員が大変お世話になりました。心

から感謝申し上げます。 

 

  



新年を感じて  

ナイロビ日本人学校 平田 昌志 

１月１２日、毎年恒例の書初め・百人一首大会がありました。ケニアは気候も穏やかで過ごしやすいで

すが、少し季節を感じることが難しいです。だからこそ行事を通して季節を感じたり、日本文化を感じた

りすることはとても重要だと考えています。また日本の古き良き伝統や日本人としての心を体験すること

も重視しています。異国にいるからこそ日本を感じる大切さを、ケニアに来て改めて感じています。 

 書初めでは、今年の目標を書きました。「今年一年、どんなふうに成長したいか」を想像しながら一筆

一筆丁寧に書くことができました。また低学年もお手本をもとにゆっくり力強い字で書いていました。百

人一首大会では、白熱した試合が行われました。上の句が読まれるとすぐに「はい！！」と勢いよく取る

姿がとてもかっこよかったです。「来年は絶対１位になりたい！」と意欲を燃やす子どももいました。子

どもたちにとって貴重な経験になったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



６年生書初め、百人一首振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

日本の伝統文化に触れて   

今日は、日本文化の「書初め」と「百人一首」をやりました。ま

ず、百人一首では、いつもより注意をはらい、集中ができたと思い

ます。次は、書初めで新年の抱負を書きました。書初めでは、自分

一年の中の目標とする言葉を書きました。それぞれの字の一画一画

に集中し、抑揚を意識することができました。日本の伝統文化に触

れることで、その意味や思いを深く考え、すべてに心を大切にでき

たと思います。 

 

今年の目標   

新年の抱負は、人を動かすことです。去年は積極的に発言、発表

できたので今年はみんなをまとめたり、いちばんはじめに発表し

て、他の人も発表しやすい空気を作ったりすることが目標です。周

りを見ていろんな見方で考え、行動したいです。  

 

日本文化に親しんで   

百人一首の天智天皇グループになったとき、得意札が取れず心が

一気に乱れてしまいました。今度は、一心不乱に百人一首をしたい

です。書初めで私は、日頃から字を整えてかくことで、やはり書写

の時も美しく整っているようにみえるのだと改めて実感しました。 

 

日本の文化を親しむ   

僕は、日本の文化に親しんで、とても楽しかったです。百人一首

は、覚えた句を取れたときや、優勝できたときはとても嬉しくて、

前までは、楽しくなかったけれど、今回はとても楽しかったです。

書初めは、練習の時の課題だった「短く書かない、とめはねはらい、

字と字のバランス」がうまくいきました。書き終えた時は、想像の

何倍もうまくかけて、達成感がありました。日本の文化はとても深

く、楽しく、美しいものだと知ることができました。 

 

今年の目標  

新年の抱負は、有言実行です。その理由は、『口に出したことは、

何でもやれる』と思うからです。口に出て行動をしたほうが「よし

やるぞ！」とやる気が出るし、「ちゃんとやらなきゃ！」と責任が

生まれます。自分から覚悟を決めて口に出して真っ先に行動してい

きます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 1月 15日・16日に小学３年生～５年生は、キャンプ学習に行きました。子どもたちの振り返

りを紹介します。 

小３ 

⚫  

初めてのキャンプ学習で学んだことは２つあります。１つはチームで行動することの大

切さです。前の人たちが、おふろから全員でないと、次の人は入れないので、ねるのが

おそくなってしまいました。だから、これからは見通しをもちたいです。２つめは「じ

ゅんび」です。レクの紙や、体温計を忘れてしまいました。理由は前日にじゅんびをし

たからです。これからは、もっと前にじゅんびをして、わすれものをしないようにした

いです。 

⚫  

ぼくが学んだことは、自分だけ終わっていてもだめということです。だから、できてい

ない人がいたら、声をかけるなどをしたいです。ぼくが好きではないあそびでお「えぇ

ー」などというふんいきをこわす言葉を言わず取り組めました。ほかにも、聞くしせい

をきちんとして、先生の話やリーダーの言うことを聞けました。このような力を、手ば

なさずいつまでもにぎりしめて、ふだんの生活に生かしたり、来年の３年生に教えてあ

げたいです。 

⚫  

まず、楽しかったことは、○×クイズをしたり、パコパークの色おにやフリータイムで、

いろんなことをしたことです。つぎに、むずかしかったことは、Aはんは時間によくお

くれたので、次のキャンプ学習や、いつもの生活に生かします。あと、ピザを作るとき

に、ソースをぬるのがおくれていたので、もしもほかの人がこまっていたら、いつでも

たすけることをいしきします。 

⚫  

私がキャンプ学習で学んだことは、時間の見とおしです。なぜなら、入浴時間が長引い

ちゃったり、食事の前にものを取りに行ったりしたからです。私は食事作りで、ほとん

どの係の役わりをできたけれど、できていない人もいたので、次はそういう人を助けた

いです。次のキャンプ学習でがんばりたいことや、生かしたいことは、自分だけじゃな

くて、他のみんなも助けが必要だったら、助けることをしたいです。 

小４ 

⚫  

私が今年のキャンプ学習で学んだことは、予定の時間より早く行動しなければいけない

ことです。理由は、５分前行動を一日目に意しきをしなかったら、どんどん時間がおし

てきて、すいみん時間がへるという問題がおきました。私はその失敗を生かし、２日目

には５分前行動を意識したり、声をかけたりして、遅れないようにしました。私が来年

のキャンプ学習で生かしたいことは、ゆう先順位を考えて行動したり、声かけをしたり

して工夫したいです。 



 

 

 

 

  

⚫ 大 

キャンプ学習でぼくが学んだことは、持ち物表にあるものだけじゃなく、自分に必要な

ものも持っていくことです。キャンプ学習でできるだけふざけないようにしましたが、

ふざけてしまいました。キャンプ学習を通して、これからに生かしたいことは、時間の

見とおしや５分前行動です。次にどうなるか見とおし、時間通りに行動したいです。 

⚫  

ぼくがキャンプ学習で楽しかったことや工夫したことは、ピザ作りで、きじをよくこね

てやわらかくするくふうをしたり、ソースを早くぬって、トッピング係に渡したりする

のもくふうしました。でも、自分のやることをほかの人にまかせてしまうこともありま

した。だから、来年は自分から行動したいです。例えば、自分から他の人の手伝いをし

たり、声かけをしたり、めいわくをかけないようにしたりして、来年はがんばりたいで

す。 

⚫  

私がキャンプ学習で学んだことは、時間の見とおしです。なぜなら、集まる時間にあつ

まれなかったからです。キャンプ学習では、しんけんにとりくめました。しんけんにと

りくむことで、次の行動があたまによく入りました。私は、学校や生活で、学んだこと

を生かしたいです。なぜなら、この２日でみにつけた力を、いつもいる場ではっきした

いからです。 

⚫  

今回のキャンプ学習でできたことや楽しかったことは、フクロウの手のり体けんと、パ

コパークで遊んだことです。できたことは、しせつの人の話を聞き、ルールを守りまし

た。はんせい点は、むちゅうになった後のかたづけ、入浴時間やすいみん時間のかくほ

です（声かけをもっとするべきでした）。５年生になってリーダーになって、声かけや

行動力を高めようと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小５ 

⚫  

僕が今年のキャンプ学習でリーダーとしてよかったところはリーダーとして「リーダー

シップ」を発揮できました。例えば、声掛けや、点呼などの様々なことをしてリーダー

として活躍することができました。もったいなかったことは準備に遅れてしまったこと

です。その対策としては 5分前行動が大切だと思いました。最高学年として頑張りたい

ことは 5分前行動です。準備に遅れたので日頃も何事も遅れないようにしたいです。 

⚫  

私は今回のキャンプ学習で、リーダーとして、メリハリや時間の意識がもてるようにな

りました。みんなを引っ張るリーダーとして、周りの様子と時間を確認して、声掛けな

どの行動ができました。もったいなかったことは、1日目は声掛けがができずあまりう

まく行きませんでした。なのでこの経験を普段の生活に活かして生活いきたいです。最

高学年に向けて、私は責任感を大切にしたいです。最高学年の意識を常に持って行動し

たいです。 

⚫  

今回のキャンプ学習では、時間の意識や、切り替えを大事にすることができました。ま

た、リーダーとして低学年に声掛けをしたり、引っ張ったりすることはできたと思いま

す。でも、他の人が集まりに遅れたり、自分の班が忘れ物をしたりすると「事前に声掛

けをしていたらこんなことにならなかったかもしれない」と後悔しました。この経験を

活かして来年は最高学年として学校のお手本になれるよう、声掛けや自分の意識もつこ

とを頑張りたいです。 

 

 



第 2 回 アフリカ学習  経験がつなぐ、自分らしい仕事とケニア起業「炭」 

～人生は迷路みたいなもの～ 

教頭  

 2026 年 1 月 20 日（火）14 時 10分から 15 時 10 分まで、多目的室

にて第 2 回アフリカ学習を開催しました。今回は、〇〇の△△様を講師とし

てお招きし、「経験がつなぐ、自分らしい仕事とケニア起業～炭～」という

演題でお話をいただきました。 

 お話の内容は、「炭（オガライト）」を製造・販売する会社の立ち上げに

とどまらず、アフリカでの体験を含めた△△様ご自身の歩みを通して、ナイ

ロビ日本人学校の児童・生徒が将来について考えるきっかけやヒントとなる

ものでした。 

 「人生は迷路みたいなもの。ゴールへの道は幾通りもある。ゴールにたど

り着くまでには、成功と失敗を繰り返す。なぜ失敗したのかを考えることが

大切であり、そのすべてが人生の栄養分になる」という言葉が、強く心に残りました。 

 小学校低学年の頃の夢は「レジ打ちの人」、中学 1 年生では「消防士」。そして高校時代にケニアを訪

問したことをきっかけに、「ケニアでビジネスに関わりたい」という思いを抱き、2016年に会社を設立

し、炭の製造・販売に取り組まれるようになったそうです。 

 「逃げるとゴールにはたどり着けない。考えながら行動に移すことが大切。ゴールへのパターンは無限

にある」そして、締めくくりの言葉は、「迷路の中で、自分の道を見つけてほしい」でした。 

 子どもたちにとってはもちろんのこと、大人である私たちにとっても、自分の人生について改めて考え

させられる、貴重な時間となりました。 

 

私は今まで、こうなるためにはこの道しかないと思っていまし

た。しかし、今日のお話を聞いて、ゴールもスタートも、そして

ゴールに行くまでの道も、たくさんあることに気付きました。こ

れから、受験や就職など、たくさんの壁があると思います。で

も、自分を分析し、自分をよく知り、自分で選択していきたいと

思います。お忙しい中、来てくださり、ありがとうございまし

た。 

                    【児童生徒代表 中学 2 年生 〇〇さんの御礼の言葉】 

  



ナイロビでの環境と暮らし  

ナイロビ日本人学校 

～新天地での生活～ 

昨年４月にナイロビへ来て、早いものでもうすぐ一年を迎えようとしています。まだまだ知らないこと

や、初めての体験もありますが、日々多くの人たちと関わり、生活する中で馴染んだものもたくさんある

と感じています。この機会に少し私目線で振り返ってみたいと思います。 

 

まず、成田からドバイ経由でナイロビへ参りました。空港の雰囲気に圧倒され、また入国手続きに苦戦

しやっとの思いで辿り着いたのですが、先輩赴任者にあたたかく出迎えていただき、ほっこりしたのが始

まりでした。 

 

～大切な仲間に助けられての一年～ 

 初対面での顔合わせも束の間で早くも翌日になっており、右も左もわからない中、荷物の移動や歓迎

会、買い物実習や住居の契約・・・スケールから文化、価値観、言葉まで、何もかもが衝撃でした。 

職場の仲間には、今日まで、様々なことでずっと伴走しながら支えられ助けてもらいました。それでも

めげずにあたたかく根気よく支えてくれました。 

     

歓迎会   初めての外食     買い物体験      景色の広大さとスケールの大きさ 

 

～これまでの自分の思う「普通じゃないのが当たり前」～ 

それは、まるで別次元に来たような暮らしでしたが、つい先日、生徒が言った 

「また停電だ。」 

この一言で、この環境を、知らず知らずのうちに受け入れることができている自分自身に驚きました。 



 

 職員研修 

～あたたかいナイロビ日本人学校の校風～ 

あたたかいのは、もちろん教員仲間だけではありません。ナイロビ日本人学校では、新入生や転出入生

のための会を開きますが、着任した私たちも歓迎していただきました。本当に事あるごとに、保護者の人

たちをはじめ PTA の方々が、面白いアイデアや創意工夫を凝らしてくれるので、それぞれの催しが思い

出深いものなのです。 

     

   歓迎会     図ショップ販売   運動会での交流      栽培〜販売      English trip 

 

 



～共存と共栄～ 

私は最近、「共存」と「共栄」という言葉を意識して教育活動に取り組んでいます。私は、この「共に

存在して、共に栄える」という言葉を「お互いに存在することができ、お互いに繁栄させることができる

こと」と捉え、「子どもたちが社会を担う大人になったころ、そんな社会を目指してもらえたなら幸せだ

な」という願いをもっています。特にこの新天地へ来てからは、その想いやスケールも日に日に拡大して

います。 

      

校庭カメレオン  遠足の共同スペース  清掃スタッフ   給食体験会     ふれあい祭り販売 

 

 

アサンテの会 

 

～感謝を味わうことのできる幸せを未来に繋いで～ 

私の拙い人生は、生まれてからこれまで周りの人に恵まれ助けられてばかりで、まさに生かされている

人生だと感じています。特にこのナイロビでは、そのことを痛感し、一日の始まりに感謝し、事あるごと

に感謝を味わい、そしてまた、一日の終わりに感謝ができる。それは、幸せだと改めて実感しています。 

そんな助けられてばかりの拙い人生なのですが、これからは、新赴任者や転入学する児童生徒と出会え

る時期が近づいてきています。それは、つまりこれまでお世話になった仲間との別れの時期でもあるの

で、これまでお世話になった方々に、敬意を感謝もって表したいと思います。 

この経験を財産とするべく今後は、これまで伝えていただいたことを今度は、新しく出会う未来の人た

ちへ紡いでいくことに努めてまいりたいと考えています。 

心より感謝を込めて。 

 

  



２月の行事予定 

日にち 内容 

２日(月) フリー参観日／学年部懇談会（４時間目）※午前授業 

３日(火) 全校朝会／ジャリブ／田尻大喜 様（トランペット奏者・本校卒業生）特別授業 

４日(水) ㈱阪神高速道路 出前授業【５・６年生】／水泳学習④ 

５日(木) 水曜日課（14：55下校） 

６日(金) 全校遠足 

９日(月) なかよし相談週間／中学生期末テスト 

１０日(火) 水泳学習⑤ 

１１日(水) 校外学習【小１・２】（ラサーレ校） 

１２日(木) 児童生徒会 

１３日(金) 全校遠足 予備日 

１４日(土) PTA臨時総会／PTA帰国教員送別会 

１６日(月) 清掃強化週間 

１７日(火) 読み聞かせ 

１９日(木) 特別清掃／ジャリブ 

２０日(金) PTA役員会／学校運営委員会 

２３日(月) 天皇誕生日 

２４日(火) 保護者面談 

２５日(水) 保護者面談／校長講話＆懇談会 

２６日(木) 特別清掃 

 
PTA寄贈品のご紹介 

PTA より以下の寄贈品をいただきました。ありがとうございます。大切に使わせていただきます。 

⚫ ポータブルスピーカー（２台） 

⚫ としょかんナノ（図書室管理システム） 

⚫ 図書館蔵書管理用 PC 


